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 Ⅰ－２  測定項目・所在地

   一般環境大気測定所、自動車排出ガス・騒音・交通量測定所及び環境測定車

分
 
 
類

地
点
番
号

測定所名 所 在 地

二
酸
化
硫
黄

一
酸
化
窒
素

二
酸
化
窒
素

浮
遊
粒
子
状
物
質

微
小
粒
子
状
物
質

オ
キ
シ
ダ
ン
ト

一
酸
化
炭
素

メ
タ
ン

非
ﾒ
ﾀ
ﾝ
炭
化
水
素

風
向
・
風
速

気
温
・
湿
度

降
水
量
・
日
射
量

紫
外
線
量

酸
性
雨

自
動
車
騒
音

自
動
車
交
通
量

降
下
ば
い
じ
ん
量

浮
遊
粒
子
状
物
質
（

重
量
法
）

測
定
開
始
年
月

一
般

Ａ
市立立花北
小学校

栗山町2丁目6-1
(北部測定所)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
注４

42.6

環
境

Ｂ
国設尼崎
(注１)

東難波町4丁目9-12
(中部測定所)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 41.8

大
気 Ｃ 琴ノ浦高校

北城内47-1
(南部測定所)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
注４

44.6

環 境 測 定 車
(あおぞら号)

○ ○ ○ ○ 49.5

自
動

Ｄ 浜　田
大庄北５丁目2-1地先

(国道２号)
○ ○ ○ ○ 49.4

車
排
出

Ｅ 武庫川
武庫川町１丁目25

(国道43号)
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注７
○ ○ ○

注４
50.4

ガ
ス

Ｆ
武庫荘総合
高　校

武庫之荘８丁目31-1
(県道尼崎宝塚線)

○ ○ ○ ○ ○ 51.4

・
騒

Ｇ
砂田子ども
広  場

南塚口町７丁目17
(県道米谷昆陽尼崎線)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 52.4

音
・

Ｈ 上坂部西公園
東塚口町２丁目２
(県道尼崎池田線)

○ ○ ○ ○ 53.4

交
通

Ｉ 園和小学校
東園田町４丁目79
(市道尼崎豊中線)

○ ○ ○ ○ 元.4

量
Ｊ

国設尼崎自排
（注２）

東本町4-47地先
(国道43号)

○ ○ ○ ○ 14.4

阪神高速道路設置測定所　（注３）

 分 類 地点番号 測定所名    所   在   地 一酸化
窒  素

二酸化
窒  素

浮遊粒子
状物質

風向・
風速

 測定開始
年   月

自 動 車
Ｋ 西 本 町

西本町３丁目46
（阪神高速道路神戸線）

○ ○
○

（注４）
○

（注７）
56.5

排出ガス
Ｌ 元浜公園

元浜町１丁目1
（阪神高速道路神戸線）

○ ○
　 　

56.7

国土交通省設置測定所

 分 類   地点番号 測定所名    所   在   地 一酸化
窒  素

二酸化
窒  素

浮遊粒子状
物  質

測定開始
年   月

 自動車
Ｍ 十間交差点局

東難波町５丁目
（国道２号）

    ○     ○     ○      15.4

 排  出 Ｎ   東本町交差点局
東本町４丁目
（国道４３号）

    ○     ○     ○      14.4

 ガ  ス
Ｏ   五  合  橋  局

西本町３丁目
（国道４３号）

    ○     ○     ○      14.4

Ｐ   西  本  町  局
西本町５丁目
（国道４３号）

    ○     ○     ○      10.4

ダイオキシン類（大気）に係る環境調査 微小粒子状物質（PM2.5）成分調査 　アスベスト環境調査

調査地点 所在地 調査地点 地図
番号 所在地 調査地点 地図

番号 所在地

開明町2丁目1-1 国設尼崎測定所（一般環境） Ｂ 上記に同じ 国設尼崎測定所 Ｂ 上記に同じ

備考： 水質・底質及び土壌調査は水質調査結果に掲載。 砂田子ども広場測定所（沿道） Ｇ 上記に同じ 国設尼崎自排測定所 Ｊ 上記に同じ

有害大気汚染物質モニタリング調査 市立浜小学校 － 浜２町目２１－１

調査地点 所在地 市立衛生研究所 － 南塚口町４丁目４－８

開明町2丁目1-1

Ｅ：上記に同じ

注１　「国設尼崎」は「国設尼崎大気環境測定所」　環境省が設置し市が委託を受けて管理している

注２　「国設尼崎自排」は「国設尼崎自動車交通環境測定所」　環境省が設置して市が委託を受けて管理している

注３　「阪神高速道路設置測定所」は阪神高速道路会社が設置し市が委託を受けて管理している測定所

注４　測定はサイクロン式分粒装置付ローボリウムエアーサンンプラーを用いた標準測定法（重量法）によるもので浮遊粒子状物質中の成分分析

　　 も行っている　
注５　「国土交通省設置測定所」は国土交通省が設置、管理している測定所（掲載の測定データは国土交通省から提供）
注６　平成26年度のダイオキシン類（大気）調査と有害大気汚染物質モニタリング調査は、琴ノ浦高校（地点番号C）が校舎耐震化工事中のため

　　調査地点を市役所開明庁舎に変更して実施

注７　武庫川測定所、西本町測定所の風速・風向は参考測定

備考 国設尼崎自排の有害大気汚染物質測定（自動測定）は平成24年度末で廃止

市役所開明庁舎（注６）

　　（一般環境）

市役所開明庁舎（注６）

　　（一般環境）

武庫川測定所
　　（沿道）

（注５） 
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 Ⅰ－３  測定方法・機種
  　一般環境大気測定所、自動車排出ガス・騒音・交通量測定所及び環境測定車他

             測　定　所
一般環境
大 気

自動車排出ガス・騒音・交通量
阪神高
速道路

方式 測定項目 測定方法

　
立
花
北
小
学
校

 
国
設
尼
崎
・
注1

 
琴
ノ
浦
高
校

　
浜
　
　
　
田

　
武
 
庫
 
川

 
武
庫
荘
総
合
高
校

 
砂
田
子
ど
も
広
場

 
上
坂
部
西
公
園

 
園
和
小
学
校

 
国
設
尼
崎
自
排
・
注2

 
西
 
本
 
町

 
元
浜
公
園

機　種 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

二酸化硫黄 紫外線蛍光法 東亜ＤＫＫ GFS-256 ○

（SO2） 堀 場 APMS-3721D ○

堀 場 APMS-3720SD ○

窒素酸化物 ｵｿﾞﾝを用いる化学発光法 紀 本 NA-721 ○ ○ ○

（N0x） NA-623 ○ ○ ○ ○

堀 場 APNA-3600 ○ ○

APNA-3700 ○ ○

東亜ＤＫＫ GLN-354 ○

浮遊粒子状物質 β線吸収法 東亜ＤＫＫ DUB-222 ○

自 （SPM） 堀 場 APMS-3721D ○

堀 場 APMS-3720SD ○

紀本 SPM-613 ○

PM-711 ○

PM-712 ○注3 ○注3

　 東亜ＤＫＫ DUB-33-S ○

動 微小粒子状物質 β線吸収法 紀本 PM-712 ○ ○注3 ○注3

（PM2.5）
Thermo Fisher Scientific
（東京ﾀﾞｲﾚｯｸ）

FH62C14 ○

フィルタ振動
Thermo Fisher Scientific
（東京ﾀﾞｲﾚｯｸ） TEOM1400A ○

オキシダント 紫外線吸収法 堀 場 APOA-3600 ○

測 （Ｏ3） 紀本 OA-683 ○

東亜ＤＫＫ GUX-253 ○

一酸化炭素 非分散型赤外線分析法 堀 場 APMA-3700 ○

（CO） APMA-3600 ○ ○

島 津 URAD-1000 ○

定 炭化水素 水素化炎ｲｵﾝ検出方法 島 津 HCM-4A ○

（HC） 東亜ＤＫＫ GHC-255 ○ ○

堀 場 APHA-G3600 ○

装 風向・風速 プロペラ式 小笠原 CW-503 ○ ○ ○

（WD・WS） CW-103 ○注5 ○注5

WS-B56 ○

気    温 白金測温抵抗体法 小笠原 TS-801C ○

湿    度 静電容量法 小笠原 NP110A ○

置 降 水 量 転倒ます法 小笠原 RS-102-N2 ○

日 射 量 熱電対法 英弘精機 P-MS-402 ○

紫外線量 熱電対法 英弘精機 MS-212W ○

酸 性 雨 降雨自動捕集法 小笠原 US-420 ○

自動車騒音 普通騒音計 リオン NL-22K ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動車交通量 ループ式車両感知法
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸSS
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

VT-1225 ○

超音波式車両感知法 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸSS VT-1225 ○ ○

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ VT-1925 ○ ○

VT-1925改 ○

浮遊粒子状物質 標準測定法（重量法） 新 宅 FKS ○ ○ ○ ○

浮遊粒子状物質中の
成分分析

原子光吸光度法 　－ － ○ ○ ○ ○

ﾃﾞﾎﾟｼﾞｯ
ﾄｹﾞｰｼﾞ

降下ばいじん量 デポジットゲージを用いる法 　－ － ○ ○ ○

そ 有害大気汚染物質 有害大気汚染物質測定方法マニュアル 開明庁舎 注4 ○

の ダイオキシン類（大気） ダイオキシンに係る大気環境調査マニュアル 開明庁舎 注4

他 微小粒子状物質成分測定 大気中微小粒子状物質（PM2.5）成分測定マニュアル ○ ○

アスベスト環境測定 アスベストモニタリングマニュアル（第4版） ○ （測定所外２地点。計４地点） ○

注１ 「国設尼崎」は「国設尼崎大気環境測定所」

注２ 「国設尼崎自排」は「国設尼崎自動車交通環境測定所」

注３

注４ 琴ノ浦高校の校舎耐震化工事のため、ダイオキシン類（大気）調査と有害大気汚染物質調査は地点を市役所開明庁舎に変更

注５ 武庫川測定所、西本町測定所の風向・風速は参考測定値

 
環
境
測
定
車

ﾛｰﾎﾞﾘｳ
ﾑｴｱｰｻﾝ
ﾌﾟﾗｰ

砂田子ども広場・武庫荘総合高校測定所に設置してある紀本PM712型は浮遊粒子状物質（SPM）と微小粒子状物質（PM2.5）の両方を同時に測定ができる一体型
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に
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測
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結

果
単

位
：
to

n
/
K

㎡
/
月

 測
  
定

  
点

立
  

花
　

北
  

小
  

学
 　

校
　

（
　

北
　

部
　

） 
測

　
定
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 年
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21
年
度
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年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度
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年
度

４
月

５
月

６
月

７
月
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月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
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月
３

月

 貯
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m
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不
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解
性

タ
ー

ル
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01
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01
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01
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01

0.
01

0.
01

0.
01

0.
01
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01

0
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1
0
.0

1
0
.0

1
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1
0
.0

1
0
.0

1
0
.0

1
0
.0

2

成
  
分

炭
 素
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0.

18
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25
0.
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0.

34
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37
0.

38
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44
0.

40
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71
0
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0
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0
.2

6
0
.4

3
0
.2

8
0
.2

7
0
.4

1

小
  
計

0.
38

0.
67

0.
57

0.
77

0.
82

0.
81

0.
88

0.
84

1.
00

1.
37

1
.1

3
0
.7

6
0
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1
0
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1
0
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75
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1
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0
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0
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Ⅱ－２　　　　　　浮遊粒子状物質中の成分分析結果

   平成２６年度　測定結果(年平均値)

        単位：ng/m
３
（SPM：㎎/m

３
)

項  目

 SPM Cd Co Cu Fe Mn Ni　 Pb Ｖ Zn

 区  分   測定所名

 浮遊粒子状
物  質

ｶﾄﾞﾐｳﾑ ｺﾊﾞﾙﾄ  銅 鉄 ﾏﾝｶﾞﾝ ﾆｯｹﾙ 鉛 ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ 亜鉛

一般環境
立花北小学校(北部) 0.019 0.3 0.2 5 270 9 2 8 5 45

大   気
琴ノ浦高校(南部)　（注） 0.022 0.2 0.3 9 430 26 3 10 3 69

自動車
排出ガス 武庫川(国道４３号) 0.021 0.3 0.3 10 430 14 3 8 7 55

阪神高速
道 路

西本町
（阪神高速３号神戸線）

0.023 0.3 0.4 17 560 25 8 12 7 92

備考１ 測定方法はサイクロン式分粒装置付ロウボリウムエァ－サンプラーによる

     2 採取方法は毎月第２週より２週間連続採取

     3 浮遊粒子状物質濃度は重量法による

     4 その他の項目は市立衛生研究所に分析を依頼  原子吸光光度法による

（注） 琴ノ浦高校（南部）測定所は9月から3月の平均値　

琴ノ浦高校の校舎耐震化工事のため9月から調査再開
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Ⅲ   環境測定車関係

               環境測定車測定結果

名     称  ： 尼崎市環境測定車

車     種  ： トヨタダイナ

種別・用途 ： 普通・特種

長さ幅高さ ： 4.8m×1.69m×2.89m

車 両 重 量： 3370kg

総 排 気 量： 1.99Ｌ

燃料の種類 ： ＣＮＧ（圧縮天然ガス）

   平成２６年度　測定結果

項目 期   間  平  均  値

測  定  場  所 区分 測 定 期 間
浮遊粒子状

物   質
一酸化窒素 二酸化窒素

年 月 日数 (㎎/m3) (ppm) (ppm)

4～5 37
国道４３号

東本町２丁目
沿道 4/24-5/30 0.029 0.017 0.029

6 24
道意線（道意公園）

道意町６丁目
沿道 6/3-6/26 0.026 0.010 0.020

7 24
昭和東本町線（大物神社南）

大物町２丁目
沿道 7/1-7/24 0.033 0.010 0.023

26 8～9 24
国道４３号

東本町２丁目
沿道 8/26-9/18 0.021 0.008 0.016

10 29
大物線（御茶屋橋）

東本町３丁目
沿道 10/2-10/30 0.021 0.011 0.023

11～12 29
五合橋線（新日鐵住金駐車場）

東向島東之町
沿道 11/6-12/4 0.022 0.017 0.026

27 1～2 28
道意線（道意公園）

道意町６丁目
沿道 1/22-2/18 0.017 0.017 0.023

2～3 29
山手幹線（選挙管理委員会倉庫）

栗山町２丁目
沿道 2/19-3/19 0.022 0.005 0.019

  計224日　　測定日数は、設置から撤去に至る日数を計上
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Ⅳ 国土交通省設置測定所関係 
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      Ⅴ          有害大気汚染物質モニタリング調査

             一 般 環 境

  調  査  区  分    ： 一般環境

  調  査  地  点    ： 開明庁舎　（注）

  調　査　回　数　 ： １２回/年

 平成２６年度    調 査 結 果

区  分 項  目 単位           調   査   結   果

年平均値 最大値 最小値

揮発性有機化合物 アクリロニトリル μｇ/m3 0.022 0.052 ND 0.0040

塩化ビニルモノマー 0.027 0.09 0.0009

クロロホルム 0.24 0.41 0.140

1,2-ジクロロエタン 0.18 0.31 0.058

ジクロロメタン 1.5 3.4 0.53

テトラクロロエチレン 0.17 0.38 0.07

トリクロロエチレン 0.79 4.2 0.16

1,3-ブタジエン 0.13 0.26 0.076

ベンゼン 1.2 1.8 0.56

塩化メチル 1.9 2.5 1.3

トルエン 9.9 2.1 4.8

アルデヒド類 アセトアルデヒド μg/m3 1.9 3.5 1.10

ホルムアルデヒド 2.0 3.7 1.10

金属類 水銀及びその化合物 ng/m3 2.1 2.6 1.5

ニッケル化合物 8.8 27 1.60

ヒ素及びその化合物 1.1 3.3 0.21

マンガン及びその化合物 28 110 9.8

ベリリウム及びその化合物 0.0094 0.029 ND 0.0025

クロム及びその化合物 12 61 3.6

多環芳香族炭化水素ベンゾ[a]ピレン ng/m3 0.11 0.36 0.019

その他 酸化エチレン μg/m3 0.10 0.18 0.065

（注）  琴ノ浦高校が校舎耐震化工事中のため平成25年度に引き続き平成26年度も調査地点を開明庁舎とした。

備考１　調査結果で、 NDは検出下限値未満

      　 ＊は定量下限値未満、検出下限値以上

備考２　 データの取扱について

   　     ① 平均値は算術平均値
   　     ② 測定データのうち、定量下限値未満で検出下限値以上のデータはその値を、
     　       検出下限値未満のデータは検出下限値に1/2を乗じて得られた値を用いて年平均値を算出した
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    経  年  変  化 （年 平 均 値）

区  分 項  目 調査地点 琴ノ浦高校（南部）測定所

年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

揮発性有機化合物 アクリロニトリル （単位） 0.053 0.017 0.028 0.022 0.022

塩化ビニルモノマー μｇ/m3 0.019 0.031 0.022 0.04 0.027

クロロホルム 0.28 0.36 0.29 0.3 0.24

1,2-ジクロロエタン 0.10 0.14 0.20 0.32 0.18

ジクロロメタン 1.8 2.0 1.6 1.6 1.5

テトラクロロエチレン 0.33 0.2 0.21 0.27 0.17

トリクロロエチレン 1.0 1.1 1.0 1.0 0.79

1,3-ブタジエン 0.16 0.13 0.11 0.14 0.13

ベンゼン 1.0 1.2 1.3 1.6 1.2

塩化メチル　 － － 1.5 1.9 1.9

トルエン　 － － 10 12 9.9

アルデヒド類 アセトアルデヒド μg/m3 2.9 2.1 2.0 2.4 1.9

ホルムアルデヒド 3.6 2.5 2.4 3.0 2.0

金属類 水銀及びその化合物 ng/m3 2.0 1.7 2.0 1.7 2.1

ニッケル化合物 18 9.6 7.4 14 8.8

ヒ素及びその化合物 1.3 1.6 1.2 1.3 1.1

マンガン及びその化合物 100 41 38 31 28

ベリリウム及びその化合物 0.032 0.0055 0.0087 0.0093 0.0084

クロム及びその化合物 37 10 7.3 12.0 12

多環芳香族炭化水素 ベンゾ[a]ピレン ng/m3 0.16 0.16 0.12 0.15 0.11

その他 酸化エチレン μg/m3 0.079 0.076 0.088 0.10 0.10

　　　　　　（注1）  琴ノ浦高校が校舎耐震化工事中のため平成25年度に引き続き平成26年度も調査地点を開明庁舎とした。

　　　　　　備考 ： 塩化メチルとトルエンは平成24年度から調査を開始

　　調 査 地 点 図

開明庁舎（注1）
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● 琴ノ浦高
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                    有害大気汚染物質モニタリング調査

                 沿      道 

    調査区分：沿  道

    調査地点：武庫川測定所（国道４３号）

    調査回数：１２回／年

平成２６年度   調 査 結 果
単位：μg/m3（ﾍﾞﾝｿﾞ[a]ﾋﾟﾚﾝはng/m3）

区  分                  調   査   結   果　
項  目  年平均値  最 大 値  最 小 値

 ベンゼン 1.3 1.9 0.67

 トリクロロエチレン 0.46 1.4 0.089

 テトラクロロエチレン 0.13 0.26 0.058

 ジクロロメタン 1.1 2.5 0.41

 1,3-ブタジエン 0.15 0.24 0.046

トルエン 8.0 16 2.4

 アセトアルデヒド 2.4 8.5 0.78

 ホルムアルデヒド 2.3 7.7 0.62

 ベンゾ[a]ピレン 0.095 0.30 0.024

備考  ： データの取扱について

    　    ① 年平均値は算術平均

    　    ② 測定データのうち、定量下限値未満で検出下限値以上のデータはその値を、

    　       検出下限値未満のデータは検出下限値に１／２を乗じて得られた値を用いて年平均値を算出した

経 年 変 化 
単位：μg/m3（ﾍﾞﾝｿﾞ[a]ﾋﾟﾚﾝはng/m3）

年  度                              年    平    均    値
項  目 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

 ベンゼン 1.1 1.4 1.6 1.7 1.3

 トリクロロエチレン 0.25 0.34 0.30 0.61 0.46

 テトラクロロエチレン 0.18 0.17 0.15 0.22 0.13

 ジクロロメタン 1.0 1.2 1.0 1.2 1.1

1,3-ブタジエン 0.23 0.21 0.17 0.17 0.15

トルエン － － 7.9 12 8.0

 アセトアルデヒド 2.5 2.3 2.0 2.1 2.4

 ホルムアルデヒド 3.2 2.5 2.4 2.6 2.3

ベンゾ[a]ピレン 0.20 0.18 0.12 0.19 0.095

　　備考 ： トルエンは平成24年度から調査を開始

調 査 地 点 図 調 査 地 点 
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Ⅵ               ダイオキシン類に係る環境調査

         　　　          大　　　気

      調査区分 ： 一 般 環 境

      調査地点 ： 開明庁舎　（注1）

      調査回数 ： ４回／年　

平成２６年度   調 査 結 果
               単位：pg-TEQ/m3

区  分               調  査  結  果

調査地点 春（6月） 夏（9月） 秋（11月） 冬（1月） 年平均値

開明庁舎 0.034 0.020 0.032 0.029 0.029

      備考：ダイオキシン類調査（水質・底質及び土壌）の調査結果は水質調査結果報告書に掲載

経 年 変 化
             単位：pg-TEQ/m3

                                  年   平   均   値

年　度 平          成

調査地点 22 23 24 25 26

開明庁舎　注1 － － － 0.017 0.029

琴ノ浦高校（南部）測定所 注2 0.054 0.033 0.027 － －

小田南中学校　注3 － － － － －

尼崎東高校　注4 0.030 － － － －

      注１ ： 琴ノ浦高校が校舎耐震化工事中のため平成25年度に引き続き平成26年度も調査地点を開明庁舎とした。

      注2 ： 琴ノ浦高校測定所は小田南中学校地点に代わって平成22年度から調査を開始

　　　注3 ： 小田南中学校は元東部測定所

　　　注4 ： 尼崎東高校は元北東部測定所

 調 査 地 点 図
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開明庁舎 ● 
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Ⅶ 　　　　　アスベスト環境調査

         調査地点数 ：  ４地点　

         調 査 回 数 ：　３回/年　（各回、1日当たり1回・４時間の捕集を３日実施）

　　　　調 査 方 法 ：　1回あたり1日1回測定（4時間捕集）を3日間実施

         調 査 時 期 ：   ５月 、９月、 １月

　平成２６年度  調 査 結 果
    単位：本/Ｌ

 　　   調 査 結 果（幾何平均値）　（ 注1）

第１回目
（５月）

第２回目
（９月）

第3回目
（１月）

年平均値

東難波町４丁目９－12 総繊維数濃度（注2） 2.22 0.17 0.11 0.35

アスベスト繊維数濃度（注3） 0.64 0.069 0.070 0.15

東本町４丁目－４７地先 総繊維数濃度 1.65 0.09 0.07 0.22

アスベスト繊維数濃度 0.45 0.056 0.056 0.11

南塚口町４丁目４－８ 総繊維数濃度 1.56 0.12 0.07 0.23

アスベスト繊維数濃度 0.55 0.081 ND 0.14

浜２丁目２１－１ 総繊維数濃度 1.74 0.12 0.08 0.25

アスベスト繊維数濃度 0.53 0.056 0.081 0.13

総繊維数濃度が1本/Lを超えた検体について電子顕微鏡法によるアスベスト繊維数濃度分析を実施（「マニュアル（第4.0版）」） 単位：本/Ｌ

調 査地点 所在地 区 分(電子顕微鏡法) 第１回目
（５月）

第２回目
（９月）

第3回目
（１月）

国設尼崎測定所 東難波町４丁目９－12 アスベスト繊維数濃度（注4） 0.2 - -
国設尼崎自動車交通環境測定所 東本町４丁目－４７地先 アスベスト繊維数濃度（注4） 0.2 - -
ハーティ２１ 南塚口町４丁目４－８ アスベスト繊維数濃度（注4） 0.3 - -
浜小学校 浜２丁目２１－１ アスベスト繊維数濃度（注4） 不検出 - -

        （注1）  調査結果のうち第１回目～3回目の調査結果はそれぞれ捕集回数３回（1日1回の3日間）の測定値を幾何平均値し
　　　　　　　　年平均値は年間捕集回数9回の測定結果を幾何平均値した
　　　 　　　　　各地点の3回の測定結果の幾何平均は有効数字二桁とし三桁目は切り捨てた
　　　　　 　　　また年平均値は各地点の年間調査回数9回の測定結果を幾何平均し小数第3位を四捨五入し小数第2位とした

　　　　（注2）　「総繊維数濃度」は「アスベストモニタリングマニュアル（第4.0版）」（平成22年6月環境省）による方法

　　　　（注3）　「アスベスト繊維数濃度」は「アスベストモニタリングマニュアル（第3版）」（平成19年5月環境省）による方法

　　　　（注4）　電子顕微鏡法による分析の結果、アスベスト繊維はトレモライト又はアクチノライト、非アスベスト繊維は、
　　　　　　　　硫酸カルシウム、ケイ素、チタン、セラミック等と推定された。

調 査 地 点 図

注：「国設尼崎自排」は「国設尼崎自動車交通環境測定所」

ハーティ２１
（尼崎市立衛生研究所）

浜小学校

区 分(光学顕微鏡法)調 査地点 所在地

国設尼崎測定所
（中部測定所）

国設尼崎自動車交通環境測定所
（国道４３号）
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Ⅷ 　       微小粒子状物質PM2.5成分分析測定調査

調査地点数 ：２地点

調 査 回 数 ： ３回/年（夏、秋、冬）

平成２６年度調査結果
単位：μg/m3

調査地点 調査項目　（注1） 調査結果

春 夏 秋 冬    年平均値 （注2）
8/18-9/4 10/3-10/17 1/16-1/20

国設尼崎 　質　量　濃　度 - 6.5 9.0 14.0 9.8
（中部） イオン成分 Na＋Ｋ＋Mg2＋Ca2＋ - 0.19 0.36 0.41 0.32 ( 3.3 % )

NH4
＋ - 0.66 0.77 1.8 1.1 ( 10.9 % )

SO4
2－ - 2.2 2.8 3.9 3.0 ( 30.2 % )

NO3
－ - 0.085 0.33 1.5 0.64 ( 6.5 % )

Ｃｌ－ - 0.028 0.11 0.32 0.15 ( 1.6 % )

炭素成分 元素状炭素（EC） - 0.50 0.66 1.1 0.75 ( 7.7 % )

有機性炭素（OC） - 2.3 3.0 3.1 2.8 ( 28.5 % )

その他（無機元素も含む） - 0.537 0.97 1.87 1.13 ( 11.4 % )

　その他のうちの無機元素分（注3） - 0.28 0.47 0.66 0.47 ( 4.8 % )

砂田子ども広場 　質　量　濃　度 - 6.7 9.5 15.1 10.4
（県道米谷昆陽尼崎線） イオン成分 Na＋Ｋ＋Mg2＋Ca2＋ - 0.21 0.42 0.41 0.35 ( 3.3 % )

NH4
＋ - 0.74 0.79 1.9 1.1 ( 11 % )

SO4
2－ - 2.3 2.8 4.3 3.1 ( 30 % )

NO3
－ - 0.11 0.45 1.7 0.75 ( 7.2 % )

Ｃｌ－ - 0.032 0.16 0.34 0.18 ( 1.7 % )

炭素成分 元素状炭素（EC） - 0.67 0.69 1.1 0.82 ( 7.9 % )

有機性炭素（OC） - 2.4 3.3 3.1 2.9 ( 28.1 % )

その他（無機元素も含む） - 0.238 0.89 2.25 1.13 ( 10.8 % )

　その他のうちの無機元素分（注3） - 0.32 0.42 0.73 0.49 ( 4.7 % )

（注1）　調査項目の区分は環境省が示している区分方法による

（注2）　括弧内は質量濃度に占める割合（%）

（注3） 無機元素成分は　Na　Al　Si　K　Ca　Sｃ　Ti　V　Cr　Mn　Fe　Co Ni Cu

                  　　     　　  Zn  As Se Rb Mo Sb Cs Ba La Ce Sm Hf W Ta Th Pb
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年平均値の経年表
単位：μg/m3

調査地点 調査項目　（注1） 調査結果　（注2）

平成24年度 平成25年度 平成26年度

（調査回数：年4回 春、夏、秋、冬）（調査回数：年4回 春、夏、秋、冬）（調査回数：年3回 夏、秋、冬）

国設尼崎 　質　量　濃　度 - 12.7 9.8

（中部） イオン成分 Na＋Ｋ＋Mg2＋Ca2＋ - （ - % ） 0.36 （ 2.8 % ） 0.32 ( 3.3 % ）

NH4
＋ - （ - % ） 1.4 （ 11.0 % ） 1.1 ( 10.9 % ）

SO4
2－ - （ - % ） 3.6 （ 28.3 % ） 3.0 ( 30.2 % ）

NO3
－ - （ - % ） 0.69 （ 5.4 % ） 0.64 ( 6.5 % ）

Ｃｌ－ - （ - % ） 0.10 （ 0.8 % ） 0.15 ( 1.6 % ）

炭素成分 元素状炭素（EC） - （ - % ） 0.81 （ 6.4 % ） 0.75 ( 7.7 % ）

有機性炭素（OC） - （ - % ） 3.3 （ 26.0 % ） 2.8 ( 28.5 % ）

その他（無機元素も含む） - （ - % ） 2.5 （ 19.7 % ） 1.13 ( 11.4 % ）

　その他のうちの無機元素分 （注3） - （ - % ） 0.94 （ 7.4 % ） 0.47 ( 4.8 % ）

砂田子ども広場 　質　量　濃　度 14.8 12.8 10.4
（県道米谷昆陽尼崎線）イオン成分 Na＋Ｋ＋Mg2＋Ca2＋ 0.42 （ 2.8 % ） 0.33 （ 2.6 % ） 0.35 ( 3.3 % ）

NH4
＋ 1.4 （ 9.5 % ） 1.5 （ 11.7 % ） 1.1 ( 11 % ）

SO4
2－ 4.2 （ 28.4 % ） 3.4 （ 26.6 % ） 3.1 ( 30 % ）

NO3
－ 0.86 （ 5.8 % ） 0.75 （ 5.9 % ） 0.8 ( 7.2 % ）

Ｃｌ－ 0.12 （ 0.8 % ） 0.11 （ 0.9 % ） 0.18 ( 1.7 % ）

炭素成分 元素状炭素（EC） 1.4 （ 9.5 % ） 0.96 （ 7.5 % ） 0.82 ( 7.9 % ）

有機性炭素（OC） 3.6 （ 24.3 % ） 3.6 （ 28.1 % ） 2.9 ( 28.1 % ）

その他（無機元素も含む） 2.8 （ 18.9 % ） 2.2 （ 17.2 % ） 1.13 ( 10.8 % ）

　その他のうちの無機元素分 （注3） 0.79 （ 5.3 % ） 0.96 （ 7.5 % ） 0.49 ( 4.7 % ）

武庫川 　質　量　濃　度 - - -

（国道43号） イオン成分 Na＋Ｋ＋Mg2＋Ca2＋ - （ - % ） - （ - % ） - （ - % ）

NH4
＋ - （ - % ） - （ - % ） - （ - % ）

SO4
2－ - （ - % ） - （ - % ） - （ - % ）

NO3
－ - （ - % ） - （ - % ） - （ - % ）

Ｃｌ－ - （ - % ） - （ - % ） - （ - % ）

炭素成分 元素状炭素（EC） - （ - % ） - （ - % ） - （ - % ）

有機性炭素（OC） - （ - % ） - （ - % ） - （ - % ）

その他（無機元素も含む） - （ - % ） - （ - % ） - （ - % ）

　その他のうちの無機元素分 （注3） - （ - % ） - （ - % ） - （ - % ）

（注1）　調査項目の区分は環境省が示している区分方法による

（注2）　括弧内は質量濃度に占める割合（%）

（注3） 無機元素成分は　Na　Al　Si　K　Ca　Sｃ　Ti　V　Cr　Mn　Fe　Co Ni Cu

                  　　     　　  Zn  As Se Rb Mo Sb Cs Ba La Ce Sm Hf W Ta Th Pb
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